（別紙）

しまねエコ・イベント計画書

　当該イベントにおいては、「島根県イベント環境配慮指針」に定める項目のうち、以下の環境配慮事項を実施します。関連業務の受託者は、この取り組みに協力するものとします。

	項目
	
	配慮事項

	１．省エネルギー・省資源に関すること
	
	ポスター・ちらし等を作成する場合は、発行部数や配布先を検討し、無駄な印刷物をできるかぎり減らすこと。

	
	
	印刷物には原則として再生紙を使用すること。

	
	
	必要な物品やサービスの調達にあたっては環境負荷の低減に資するものを優先すること。

	
	
	照明および冷暖房は、会場の状況に合わせ適正な調整を行うこと。

	
	
	広報活動を行う場合は、インターネット、電波媒体等を活用すること。

	
	
	プロジェクター等を活用し、看板や配付資料を減らすこと。

	
	
	記念品やスタッフジャンパー等は環境にやさしい製品とすること。

	２．廃棄物に関すること
	
	当該イベントの実施によって発生が予想される廃棄物の内訳を前もって検討しておくこと。

	
	
	廃棄物処理を外部に委託する場合は廃棄物処理法に従った手続きを行うこと。出展者が個別に担当する場合は持ち帰りや分別収集などを呼びかけること。

	
	
	あまった印刷物等は、主催者またはそれぞれの出展者が再資源化できるように回収すること。

	
	
	会場にゴミステーションを設置し、分別収集を行うこと。

	
	
	ゴミステーションに指導員または環境ボランティアを配置し、来場者に分別排出を呼びかけること。

	
	
	参加者によるゴミの持ち帰りを呼びかけること。

	
	
	使い捨て食器の削減に努めること。

	
	
	飲食物等を提供する際は、食品ロス削減に努めること。

	
	
	会場内デポジット制度を実施すること。

	
	
	生ゴミを堆肥化できるように回収すること。

	３．交通手段に関すること
	
	会場の選定および開催時間の設定には、公共交通機関の利用を最大限考慮すること。

	
	
	ポスター・ちらし・案内状等に、環境負荷の少ない交通手段による来場のお願いを掲載すること。

	
	
	自動車・貸切バス・シャトルバス等の運行にあたっては、アイドリング・ストップに努めること。

	
	
	イベント従事者は、徒歩・自転車・公共交通機関の利用や、乗り合わせ（定員乗車）による会場集合に努めること。

	
	
	会場までのシャトルバスを運行すること。

	
	
	パーク＆ライド方式を導入すること。

	
	
	会場駐車場でマイカー利用者にアイドリング・ストップを呼びかけること。

	４．会場周辺の環境保全に関すること
	
	会場の選定にあたっては、既存施設の利用を優先すること。

	
	
	会場の施設整備にあたっては、自然環境への影響を最小限に抑えること。

	
	
	野外での開催にあたっては会場周辺の自然環境保全を優先すること。

	
	
	イベントのために手を加えたところは復元に努めること。

	
	
	火薬・薬品その他の危険物を使用する場合は、管理責任者を設定し適正な使用を行うこと。

	
	
	風船を使用する場合は、環境に害を与えないものを選定すること。

	
	
	イベントに関して会場周辺の住民や来場者から苦情・要望が寄せられた場合は、原則即時対応すること。なお協議を要するものについては県担当職員に報告すること。

	
	
	会場周辺の自然環境や野生生物について、専門家による調査を行うこと。

	
	
	緑化・植栽を行う場合は、地域固有の在来種を利用すること。

	５．意識啓発・情報提供に関すること
	
	イベント従事者全体に環境配慮活動の内容を周知すること。

	
	
	当該イベントにおける環境配慮の実施結果や今後の改善点を調べること。

	
	
	会場周辺の住民・来場者・イベント出演者等に対し、環境配慮活動の内容やその成果を発表すること。

	
	
	地域の環境ボランティアやＮＰＯ法人とともに環境配慮活動に取り組むこと。


注）　イベント担当責任者は、上記一覧から業務受託者に関連するものにチェックをして使用して下さい。提案項目については別途記載して下さい。（word文書の場合は必要のない項目を削除して印刷するなどして使用して下さい。


